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生体の動的機能模倣材料である長繊維強化自己治癒セラミックスを主要アプリ
ケーション（ジェットエンジンタービン翼）の要求特性を満足する材料として実証

長繊維強化自己治癒セラミックス(shFRC)
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高破壊抵抗
* き裂分枝＋き裂面間摩擦

自己治癒
* 自己治癒エージェントの高温酸化によ
るき裂のマイクロウェルディング

界面相 酸化生成物

Item1：新規自己治癒エージェントシステムの整備
目標値(1000oC、10minでの完全強度回復)を達成するエージェントシステムの開発
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使用用途

ジェットエンジン用タービン翼

低圧タービン 中圧タービン 高圧タービン

温度

ジェットエンジン排気部材

自動車エンジン部材
自動車エンジン
排気部材

Al2O3/SiC系shFRC（既存材）
Al2O3/TiSi2+SiC系shFRC

Al2O3/SiC(+MnO)系shFRC

Mullite/Ti3SiC2(+治癒活性材)系shFRC・・・

・・・ Mullite/Ti2SnC(+治癒活性材)系shFRC

想定される
長繊維強化
自己治癒
セラミックス
（shFRC）

Item2：微細組織制御による高強度材の開発
目標値(1200oC、137MPaの強度)をshFRCの開発

強度；26.4 MPa
Alumina

fiber 
bundle

200µm

φ320µm

400µm

200µm

Alumina
fiber 

bundle

φ140µm 240µm

φ360µm

0.0 0.1 0.2 0.3 0.4 0.5
0

100

200

300

400

Be
nd

in
g 

lo
ad

 (N
)

Deflection (mm)

@1000oC
σmax = 233MPa

@1200oC
σmax = 149MPa

@RT
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Proto-type

Stressed Al2O3 fiber / SiC-50wt% TiSi2 /Al2O3 type 
Self-healing Ceramic
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